
3000万人署名  各地でこんな取組みが――⑨ 

 

愛知県 知多半島東部の阿久比（あぐい）町（人口２万８千余）の「９条改憲ＮＯ！阿久比の会」は６月 

２日、人口の 25％の署名目標を突破、7176 人分を集約。昨年 12 月の結成以来、200 人以 

上の町民が署名行動に参加・協力。各戸訪問は「知らないところを訪問すると勉強になる」な 

どを励みに 20 回以上続け、お茶会を自宅で開いて話し合ったり、賛同者連名の「お願い」と 

返信用はがきを配布するなど多くの経験や工夫が結実した。判断に迷っている人にこそ寄り添 

って話し合い、断られた人にも、再度話せば変わっているかもと何度も働きかけることも重視。 

東京都 「品川総がかり行動実行委員会」は、韓国からのキャンドルを引き継いで街頭宣伝。６月 17 

日（土）夕方、大井町駅前で７団体、14 人で歌とスピーチ。若手の女性層も署名。 

宮城県 県内九条の会連絡会や「オールみやぎの会」など５団体で共催する「19 日行動」が６月 19 

日、仙台市の繁華街で行われ、32 人が参加。「安倍内閣の腐敗政治を終わらせよう」と訴えつ 

つ、3000 万人署名を呼びかけた。 

愛知県 「安倍９条改憲ＮＯ！あいち市民アクション」が６月 19 日、名古屋市東区で開いた市民集 

会には約 2000 人が参加。中谷雄二弁護士は、県内の署名数が 65 万人を超えたと報告。 

山梨県 「戦争させない・９条壊すな！山梨行動実行委員会」は６月 19 日、ＪＲ甲府駅前で毎月定 

例の集会。約 80 人が参加。若者の「山梨デモクラシーアクション」の代表は、「安倍首相がし 

つこく辞めないなら、僕たちもしつこく怒りをぶつけよう」と訴え、「山梨市民アクション」の 

代表は、3000 万人署名が県内で 12 万人を超えたと報告。 

静岡県 「憲法９条を守る掛川市民アクション」は６月 19 日、ＪＲ掛川駅前で毎月定例の 3000 万 

人署名活動、20 人が参加。横断幕やプラスターボード、のぼりなどで目立つようにし、若者た 

ち、とりわけ高校生男女と対話が進んだ。１時間で 40 人が署名。 

三重県 「みえ労連」は６月 19 日、県知事や県内 29 市町村長（計 30 自治体の長）を対象にした第 

11 回憲法アンケートの結果を発表。自民党改憲案に「賛成」は１人、「反対」は３人、「その他」 

26 人。「その他」のコメントでは、６人が「国民全体で十分に論議を」、６人が「平和主義を体 

現する憲法９条の理念を堅持」など、半数の 15 人が「反対・慎重」だった。 

愛媛県 松山市の「憲法９条を守る久米の会」の４人は６月 23 日、久米校区内を戸別訪問。１時間 

で 15 人の署名を集めた。昨年 12 月から毎月第２、第４土曜日の行動。子どもや孫の将来を 

めぐって話がはずみ、「署名を始めたころと比べ、反応は良くなった」との感じも。 

 大洲市の「憲法９条を守る大洲の会」は６月 23 日、「憲法９条の碑」を建立。石碑は大島石 

で、高さ１ｍ、幅１ｍ、重さ約１ｔ。みかん色の「九条」の文字と９条全文が刻まれている。 

和歌山県 「安倍９条改憲ＮＯ！かつらぎ町民アクション」は６月 30 日、目標 3000 人に対し 3007 

人の署名が集まったと発表。２月の結成以降、署名ハガキ付きのチラシをほぼ全戸に配布し、 

役場やスーパー前での署名活動を 13 回実施。町議会に提出した「安倍９条改憲に反対する請 

願書」は、7 対６で採択されたが、町議会としての意見書は６対７で否決された。かつて「９ 

条の会かつらぎ」が取り組んだ戦争法反対の署名が約 1000 人分だったのに対し、３倍の署名 

が集まったことについて、元町長や前町長も参加した呼びかけ人 66 人が力になっている。 

山形県 「安倍９条改憲ＮＯ！やまがた県民の会」は６月 21 日、山形市で集会を開き、「９条守れ！  

安倍内閣は退陣を！」と 200 人が市内デモ。集会で、県内の書名が 12 万人を超えたことが報 

告された。 



カナダ 「バンクーバー９条の会」がパウエルストリート・フェスティバルで毎年、原爆展を開いて 

おり、そこでの 3000 万人署名の提案をしているとして、現地のＮＲさんから７月 12 日、市 

民アクション事務局に英文署名用紙を求めるメールが届いた。在外日本人や日本居住外国人の 

署名も国会請願で有効、非居住の外国人の署名は、国会請願には使えないが、ネット署名と同 

様、首相あての要求署名として「3000 万人署名」に算入される。 

東京都 「戦争はいやだ調布市民の会」の「伝言板」482 号より：７月 15 日「午後４時、猛暑の陽 

がやや傾いたとはいえ、さすがに人通りも途絶えがちなつつじが丘駅頭。保冷剤を握りしめ、

濡れタオルを首に巻いて集まった『命知らず？』の 15 人が、今日の行動を貫きました。この 

天候では参加者数が伸び悩んだのはやむをえないのですが、配布したビラは 100枚、集約した 

署名は 53 筆、（中略）通りかかったＳさんから全員に冷たい飲み物を差し入れていただいたこ 

ともあり、訴えに力が入りました」。――くれぐれも無理なさらないで（事務局より） 

東京都 130 余の市民団体が参加する「憲法９条を壊すな！実行委員会」は７月 17 日夕方、有楽町 

イトシア前で統一街宣・署名行動を行った。昼間の猛暑の名残があったが、35 人が参加。各団 

体のスピーチにギターや三線での歌や紙芝居を織り込み、１時間半の賑やかなアピール。警備 

員が「広場は私有地だから使わないで」とか、終了時に右翼が二人ほど「韓国の歌を歌うのは 

韓国政府の手先だ」などと文句を言ってきたが、それ以上の妨害はなく、64 人が署名。 


